
 

 

 

 

 

 

 

  結晶方位と逆極点図で方位にずれがある 

 

 

  

 結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞に対し、ＲＤ逆極点図の最大位置が＜ｕｖｗ＞と一致しない 

 事が発生したため、詳細に調査しました。 

 

 前回、「チタン合金の主要方位をシュミレーション」にて｛０１－１４｝＜０－２２１＞の 

 ＲＤ逆極点図方位位置にずれが発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年１０月２２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

    

 

 

 

 

 



概要 

 結晶方位が｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の場合、ＮＤ逆極点図のＰｌａｎｅ表示で｛ｈｋｌ｝ 

   ＲＤ極点図のＤｉｒｅｃｔｉｏｎ表示で＜ｕｖｗ＞と一致すると考えられますが、実際は微妙に 

   ずれています。シュミレーションで確認してみます。 

  

例 

 逆極点図の交点上に最大値が存在するようにするため、 

  

 ＜７０－７５＞であれば、（６０．４６，３０．０）となるので、１ｄｅｇ間隔のＯＤＦ図から 

 計算可能と考えられます。方位は 

    

 



 ＯＤＦ図作成 

 

 

作成されたＯＤＦ図 

 

 

 



極点図 

 

 

 

 

Direction［70-75］の Planeは 

(14 0 -14 15)であるが、最大指数９のため 

極点図表示できません。(101)極点図に近い 

 

以上の事から 

ND逆極点図のＰｌａｎｅ表示で(-12-10) 

RD逆極点図のＤｉｒｅｃｔｉｏｎ表示で[70-75]を 

期待する。 

 



作成された逆極点図 

 

 

ＲＤがすれる。 

 



実際のＲＤ逆極点図最大角度 

                      [2-1-10]<- [10-10] ->[11-20] 

ＬａｂｏＴｅｘのｏｕｔデータ 

 

 と の平均                      30deg 

 

ではない 

 



 

 

 

 

 

いずれの場合も が最大値にならない 



｛１００｝，｛００２｝，｛１０１｝極点図をＥｘｐｏｒｔし他のＯＤＦで検証します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ＨｅｘａｇｏｎａｌはＡ－Ｔｙｐｅで計算される） 

 

Ｂ－Ｔｙｐｅに変換してＣＴＲで読み込み 

 

最大位置がずれている。 

 



計算されたＲＤ逆極点図 

  

 

ＣＴＲソフトウエアで計算 

 

ＬａｂｏＴｅｘとほぼ一致 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸ 

 

 ＯＤＦ図にずれなし 

 

 

  Ｐｌａｎｅで表示されています。ずれている 



ＭＴＥＸのＲＤ逆極点図評価 

 ＣＴＲ逆極点図では、ＭＴＥＸの表示は見難いのでβ角度を逆転して表示しています。 

 Ｐｌａｎｅ表示 

 

 

最大位置は ではない。約 3度のずれ 



ＴｅｘＴｏｏｌｓデータ 

 

     30deg 

 

 

 β＝３０ｄｅｇに対して対称データが出力される。 

 ＬａｂｏＴｅｘのＡｖｅｒａｇｅデータと思われる。 

 φのずれは 4度 

 

ＭＴＥＸデータ 

 描画領域のデータのみ（３０ｘ９０） 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 ９１ｘ９１データ 

 β＝３０ｄｅｇに対して非対称データを出力 

 ＬａｂｏＴｅｘ等高線描画は描画とデータが逆転しています。 

 

明らかに、各種ＯＤＦ解析結果の逆極点データにずれが発生していますが、理由は不明 

 

今回、Ｈｅｘａｇｏｎａｌで確認出来ましたが、他の結晶系では？？ 


